
千

.f
:.

農

畢

研

究

第
二
十
二
巷

桐

の
フ
ォ
ト
ペ
リ
オ
ヂ
ズ

ム
に
関
す
る
賓
臓
的
研
究

(
琴

亮

)

豊Frt
博
Ir_･

_T/1: -- 岡 近

夫 天 保 郎

)Ll

耕
･Y
〔
S,T
は
卯

lI
轍
に
射
て
,
水
耕
の
昭
硯

拙
作
糊
的
時
期
及
び
拙
作
柳
川
が
桁
の
生
育
瀧
に
目
地
開
花
に
及
ぼ
す
彫
坪
に
就
き
て
件
験

し
た
る
縦
;i
･=虹
搬
昔
し
た
11
0
兆
時
に
川
ひ
し
脚
明
暗
側
の
.i
別
は
'
毎
日
八
時
榊
'
十
二
時
州
及
び
士

ハ
時
州
に
⊥
.P
.
Si'夜
附
萌

の
it
:

輪
は
仙
::jT

L
｡
よ
り
て
評
者
廿
は
非
従
輪
を
抑
止
す
る
璃
め
'
昭
和
七
坪
に
i八.収
附
萌

を
川
ひ
て
'
桁
･
紅

稚
々
の
時
朋
及
び
抑
々
の
朔
糊

に
ー
=明
し
た
る
粍
験
を
行
ひ
た
り
｡

又
別
の
･5
湖
と
し
て
'
同

一
附
萌

峠
側
に
で
も
'
油
紙
し
て

肘明
し
た
る
と
'
中
途
を

潜
師
し
て
餅
耕
し
た
る
と
は
'
兆
桁
に
及
ぼ
す
彪

相
の
フ

ォ
ト
ベ
リ
オ
ヂ
tr(
人
に
綱
す
る
阿
片
荊
桝
邪
､
節
(.軸



官
の
フ
ォ
ト
べ
リ
オ
ヂ
ガ
ム
に
鯛
す
る
打
等
肘
研
究
､
第
二
阻

二

啓
に
英
典
あ
る
べ
-
'
北
し
て
如
何
な
る
井
興
あ
-
や
も
'
性
助
に
よ
り
て
碓
か
む
る
を
.*
す
O
よ
-
て
背
新
野
は
前
項
に
同
じ
-
'
昭
和

七
年
に
之
に
つ
き
て
も
it
験
し
た
11
0

又
著
者
雅
は
第

一
報
郡
山ハ
不
に
放
て
搬
骨
し
た
る
が
如
-
'
昭
和
六
坤
に
桁
の
1
株
を
軸
介
し
て
'

一
昨
を
∬
収
照
明
に
:,j
き
'

1
中
を

知
=
(
八
時
附
)
に
退
き
た
る
に
'
知
日
拙
作

の
部

分
は
'
川

根

拙

作

L
i
か
り
L
が

t

i.==被
照
明

S
･細
分

は
'
不
川
根
に
終
-
し
｡
而
し
て
桁

株
の
1
部
分
が
他
の
部
分
の
生
育
槻
花
等
を

灘
刷
す
る
こ
と
な
-
し

て
'

粂
-
別
棟
の
如
き
現
毅
･*
豊
せ
る
を
比
た
-
O
さ
れ
ど
'
仰
右
の

従
齢
を
拙
-
返
し
て
榔
か
む
る
こ
と
も
必
.=:賞
な
る
が
故
に
'
昭
利
七
八
叶
に
此
川
鎚
に
つ
き
て
も
件
験
し
た
り
｡

攻
に
北
恥
FmJ
の
桁
は
擁
;+
生
純
に
し
て
'
韻
酌
の
或
る
桁
は
梯
晩
姓
純
な
-
｡
よ
り
て
Hj
擁
:･端
の
桁
に
つ
き
て
'
非
フ
ォ
ト
べ
リ
オ
ヂ
ズ

ム
戊
胤
を
比
た
り
C
榊
小
史
に
於
て
･]_托
験
の
趣
斤
を
述
べ
ん
｡

+
報
せ
に
於
て
は
上
述
川
柿
の
･.,tf
齢
の
結
;j
Eを
述
べ
ん
と
す
｡

第

t

章

恕
夜
照
肌
時
期
及
び
期
間
が
桁
の
生
育
､
出
穂

､

開
花
並
ー

結
貨
に
及
ぼ
す
影
柵
.::3

1
㌧
･L打

勝

の

方

法

一
'
試

料

帥
力
及
び
音
備
柚
の
二
日川
柳
を
用
ひ
た
り
｡

二
'
照
明
試
験
の
時
制
及
び
糊
m

各
=.E純
に
つ
き
､
.次
の
十

1
院
を
設
け
て
'
郁
々
の
時
制
及
び
糊
肘
に
t'=::収
肘
明
を
行
ひ
た
り
｡
九
の
掛
川
以
外
は
'
常

に

自

然

の

状

態



･'

に

:-jき
た
り
6
叉
別
に

株
畔

と
し
て

･;然
似
仰帖
を
設
け
た
-
u

A

仰
川

代

捌
仙
(五
月
十

二

日よ
-
六月
∴
十
∴
∩
迄
)

B

播

帥

柑~
(
九月
十
':
∩
)よ
-,l

押紙
後

十九
日
(七日
七
日

)

;.JJ

c

播

抑

糊
よ
り
挿

釈

後

二
｣十

日
(七
月

∴
十
二
日
)
追

D

柿

抑

制
よ
り

挿
秋
後

川
上
t
H
(
八

八人
ハ
‖

)
追

E

捕

縄

料~
よ
-

仲
秋
後
六
十
日
(
八
八

∴
十

一

日)
追

F

播
帥

糊
よ
り

収
維

糊迄

G

挿

秋

期
(
六
月

‥十

五

)よ
り
･服
従

糊

迄

H

挿

政

利
後
十

方
H
r
七
月
じ
〓
)よ
り
佃

柁
-明
迄

1
仲

秋

後
二
一十
日
(
七

月
∴
十
'
;∩

)よ
り
収
低
利
迄

1

抑

放

後
凹

十
井
目
(
八
月
六
E
)よ
り牧

陸

別
迄

K

特
攻
後
･:(十

日
(
八

月
∴
十

一
日
)
よ
り
収
性

柑~
超

し

拙
畔

常
に

∩然
状
態
に

:･j-
O

三
'
播
帥
糊
'
抑
秋

期
及
び
収
性

別

稀
押
収

は
九

月十

∴
〓

抑
秋
期
は
六
月

二
十

二
日

楢
の
フ
ォ
ト
ベ

リ

オヂ
.ス
ム

に
網

す
轟
蕪
的新
訳
'
荊
二
郎



楢
の
フ
ォ
ト
'(
リ
オ
ヂ
yT(
ム
に
銅
す
る
川
鱒
的
研
究
'
節
二
剛

pF

根
性
刺
は
先
熟
せ
る
も
の
よ
り
順
攻
収

推

し
た
る
が
故
に
'
北
特
別
は

一
定
せ
ず
｡
十

一
月
二
..十
日
に
至
る
も
･lt-<
熟
に
迂
せ
ざ
る
物
は
'

全
部
非
日
に
牧
楼
せ
=1
0

四

裟

:b･j

苗
代
と
し
て
は
素
焼
鉢
に
十
を
入
れ
'
柵
:tS
料
'
過
燐
酸
:G
次
へ
硫
酸
加
聖

桃
酸
ア
ム
モ
ニ
ヤ
を
施
し
.tJ
作
-
た
る
朕
を
;-
ひ
'
叉
挿

株
に
は
ポ
ッ
ト
を
川
ひ
た
-
｡
複
冊
附
崩

に
は
'
以
外
に
･て
二
〇
〇
ワ
ッ
ト
の
花
畑
を
'
十
八
の
高
さ
に
十
八

の榊
鵬
に
七
へ
二
側
踊
る
し

た
る
も
の
を
設
け
'
非
下
に
≠川
代
と
せ
し
鉢
叉
桁
の
ポ
ッ
ト
を
位
き
た
-
｡

五
'
調
布
訴
項

時
を
史
め
て
群
丈
'
分
場
政
及
び
愁
色
を
調
べ
t
Et
つ
川
拙
始
期
及
び
成
熟
期
を
決
定
せ
-
Q
叉
収
腔
物
に
つ
き
て
は
柑
長
'
分
場
救
'

放
課
丑
'
柑
長
'
叡
茄
及
粗
米
千
粍
罪
を
洲
:1
た
-
O

二
､
嘗

験

の

結

果

右

僅
験
の
孤
児
を
衣
に
て
牌
む
れ
ば
第

1
表
の
如
し
o

ll
t
E
･

丈

桁
を
=
_J
夜
仰
州明
に
て
作
-
た
る
残
め
に
'
==i
t
が
批
難
よ
り
も
伸
び
た
る
や
否
や
を
見
る
に
'
邦

一
女
に
て
は
測
･:i
の
時
期
に
よ
-
て
'

戴
は
ぷ

-
或
は
鮎
か
-
し
て
一
･C4
せ
ざ
れ
ど
も
'
軸
力
及
び
富
備
砧
を
併
せ
て
半
文
を
惑
k=化
す
れ
は
'
櫛
か
友
ら
ざ
れ
ど
仰
化夜
m
塙

に
よ
り

て
櫛
は
恕
畔
に
淑
け
る
Ji
-
も
部
下
･j
T

伸
長
せ
L
が
如

し
｡
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:.7
分

姓

仰
山
枚
m
明
に
て
作
-
し
縦
は
'
枇
準
に
於
け
る
桁
よ
-
も
'
介
購
わ
小
な
る
を
認
む
｡
こ
の
郡
は
前
報
せ
に
於
け
る
と

一
致
せ
り
｡

三
'
紫

i
]

那
確
照
明
の
下
に
あ
れ
は
'
葉
f
jは
濃
-
な
る
な
り
C
桁

S･･朔
剃
の
み
6-1J夜
照
明
の
',L
に
止
き
'
以
後
普
池
の
状
態
に
還
す
時
は
'
初
め

は
演
色
な
れ
ど
'
後
に
は
普
通
い
淡
線
色
に
巡
る
は
勿
論
な
る
が
'
i

..i1収

肘
明
を
油
紙
す
る
も
'
刈
め
い
:F
は
淡
緑
色
に
し
て
'
後
に
は
色

が
榔

々
淡
-
な
り
′L
を
認
む
｡
こ
れ
は
'
桁
の
生
育
時
剃
'
北
に
肥
料

の減
少
に
N
ろ
な
り
0

叫

'
日日
1=･3
ム‖

.l

l

禾
い
女

仰川
代
制
服

の
み
の
托山鹿
仰
硯

は
勿
論
･brT
こ
と
'
仙川
代
糊
よ
り
紺
蝕
後
三
十
日
(
七
月
廿
二
,;
)迄
SJ
仰
山
irj
後
脚
叫
に
て
は
'
北
ハ後
日
然
の

状
態

に
成
す
勾
介
は
‖
柑
峠
掛
に
何
竹
山
船
響
モ
FZJ
ぼ
1fJ
tJ
り

L
o
前
輔
骨
に
於
て
は
'
措
抑
制
上

-
七
日
川
日
進
十
六
時
制
肘
明
に
似
せ

L
も
S

は
'
‥ニ
'
川
口
目
地
が
巡
れ
た

=1
L
が
'

此
挫

駿に
放
て
は
左
杜
の
日
経
迎
撃

で
l己
ぎ
り
し
｡

播
抑
制
よ
-
挿
秋
後
川
十
九
日
(
八
月
ふハ
‖
)迄
iPj
収
仰
崩

せ
し
切
介
に
は
'
拙
畔
に
比
し
て
'
川
'
1<

:目
地
が
巡
れ
た
-
｡
非
都
は
前

回
に
十
六
時
榊
旧
::明
と
な
せ
し
場
合
に
‖
じ
O

描
抑
糊
上
-
挿
拙
技

フ
･>
=
(
八
月
廿

一
口
)迄
の
北
収
照
明
に
て
は
榔
準
に
比
し
て
川
根
が
二
十

二

二
日
巡
れ
た
:1
｡

次
に
播
抑
制
よ
り
終
迄
'
或
は
仲
秋
糊
(
六
月
廿
∴
‖
)
'
仲
秋
後
十
九
具

し
目
し
‖
)'
或
は
仲
秋
後
三
十

日
(七
月
廿
二
日
)よ
り
各
終

迄
∬
収
照
明
を
如
拙
す
る
時
は
'
何
れ
も
不

川
根
に
終
る
な
-
｡
こ
の
水
も
前
川
の
伴
験
に
於
て
十
六
時
刷
照
明
と
な
し
た
ろ
紙
灘
に
同
じ
｡

挿
秋
後
J7
十
五
日
(
八
月
六
=
)よ
り
経
迄
iij彼
旧
…明
を
な
し
た
る
に
'
約

一
ケ
月
貼
れ
て
川
拙
し
た
る
休
も
あ
-
た
れ
ど
'
又
不
;
相
に

楢
の
フ
ォ
ト
べ
リ
オ
ヂ
ズ
ム
に
隅
す
る
が
3
胞
研
発
､
窮
二
郎

五



柄
の
フ
ォ
ト
べ
リ
オ
ヂ
ズ
ム
に
偶
す
る
か
唇
的
併
g71J'
第
二
糾

六

経
-
た
る
株
も
あ
り
た
-
｡
佃
し
て
TTi.拙
せ
し
も
の
も
非
時
期
が
遅
き
に
失
せ
る
が
故
に
'
=.ni
;)

先
熟
す
る
こ
と
能
は
ざ
-
し
｡
前
報
菅
の

･:hr
B
.に
於
て
八
月
五
日
よ
-
経
迄
十
六
時
冊
仰
…明
と
な
す
時
は
不
出
柚
に
経
-
た
る
故
に
'
此
幻
よ
-
の
長
時
間
照
明
は
不
日
組
を
水
た
す

こ
と
も
'
又
辛
う
じ
て
机
拙
す
る
こ
と
も
あ
-
て
t
m
拙
可
能
の
似
非
糊
或
は
不
山
根

を
捜
す
限
外
期
に
あ
り
と
見
る
べ
し
｡

挿
秋
後
六
十
日
(
八
月
‥
7+

1
=
)よ
-
経
迄
'
!
=::収
似
明
と
た
せ
し
時
は
t
H
他
車

正

文
川
口
迎
ら
せ
し
の
み
に
し

て'
m
拙迎
延
上

に
大
な
る
影
甘
な
か
-
し
｡
故
に
八
月
二
十

1
日
以
後
の
長
円
操
作
は
川
松
上
に
及
ぼ
す
そ
の
影
蝉
は
少
し
と
見
る
べ
し
｡

以
上
を
要
す
る
に
'
仰
山夜
m
S
･を
な
す
帖
に
'
七
月
二
王

1日
山
前
父
は
八
月
二
十

1
日
以
後
の
扱
作
が
t
H
柑
糊
に
及
ぼ
す
影
野

は

秘

め
.て
少
き
か
'
或
は
全
-
無
影
砂
な
-
と
云
ふ
べ
し
｡
又
:;
瀧
昔
に
於
け
る

一
日
十
六
日
別
附
…明
と
今
回
の
在
腺
に
於
け
る
E
i
准
照
明
と
紘

共
結
北
に
於

,tJ伺
じ
き
が
故
に
'
長
日
照
明
を
な
さ
ん
に
は
'
十
六
時
糊
照
明
と
な
せ
ば
'
桁
の
北
方
も
可
な
り
に
し
て
日
.つ
長
円
の
結
=i

を
舛
た
す
が
故
に
'
十
六
鴨
川
照
明
と
な
す
べ
L
o

五
'
成

勲

柳

粗
米
の
完
熟
す
る
時
朋
は
=
松
明
に
作
ふ
が
故
に
'
け
八･4g
照
明
が
城
耕
糊
に
及
ぼ
す
影
響
は
'
前
項
川
柑
糊
に
及
ぼ
す
彬
榔
3に
同
じ
と
‥+i

ふ
べ
L
Q

六
'
哉

牧
末

節

1
表
の
必
牧
盛
は
ポ
ッ
ト
の
桁
八
株
の
平
均
な
る
が
故
に
'
非
敬
に
正
確
を
朔
す
る
こ
と
能
は
ざ
れ
ど
'
須

l
末
に
よ
れ
ば
挿
拙
後
LF

十
五
日
(
八
月
六
日
)以
前
の
E
,J
硬
照
明
は
叔
牧
瀬
に
形
坤
す
る
こ
と
少
し
｡

瀕
秋
後
六
十
円
(
<
月
廿

一
C
)迄
の
娼
収
照
明
に
よ
り
て
は
'
川
根
が
二
十
日
川
遡
る
ゝ
故

に
'
基
数
豊

肌
も
従
っ
て
七
に
減
少
せ
-
0



又
八
月
廿

一
日
以
前
は
平
常
の
如
-
し
て
'
八
月
甘

一
日
以
後
i
=:夜
照
明
に
駐
-
と
き
は
'
川

棚

は

ニ
ー
川
目
迎
る
1

に
過
ぎ
ざ
れ
ど
'

滋

収
丑
は
+
J
に
減
少
し
'
撒
千
杓
L･叫
の
小
と
な
る
を
認
む
ろ
な
り
｡
こ
れ
に
よ
れ
ば
'
出
棺
の
畔
僻
を
な
し
っ
1
あ
る
叫
よ
り
i.:.収
附
萌

と

な
せ
ば
'
棚
花
給
仕
に
悪
影
呼
を
及
ぼ
し
,tJ
t
滋
粒
は
十
分
に
末
席
せ
ざ
る
も
の
と
云
ふ
+(
し
｡

八
月
六
日
以
前
に
t',<破
照
明
を
糊
始
し
て
経
ま
で
約
-
る
時
は
'
不
別
棟
又
は
極
め
て
迎
-
H
.拙
し
･て
究
熟
せ
ざ
る
故
に
'
北
へ.g
牧
瀬
比

仲
触
…な
る
は
諾
ふ

迄
も
な
し
｡

戯
収
Ll'に
膨
帝

伽
:I-
し
て
'
日へ政

‖
:7
;
相
成
熱
を
遅
ら
し
め
ん
と
せ
ば
'
描
抑
矧
よ
り
八
月
始
迄
長
日
仰
山明
と
な
し
て
'
北
ハ後
は
自
然

の
状
態
に
戻
す
べ
L
o

三
'
組

1
'
卯

一
磯
節
川
瀬
の
･lt瞥
験
に
㈲
聯
し
て
'
昭
和
七
仲
に
描
抑
制
よ
り
収
性
矧
追
捕

々
〃
時
期
に
t.=ui
照
明
拙
作
を
な
し
'
之
が
糾
山
化
骨

及
開
花
紙
代
に
及
ぼ
す
形
稗
を
伴
放
し
た
り
｡

二
へ
避
夜
照
明
を
油
紙
す
れ
ば
'
紙

幣
に
比
L
t
桁
は
北
†
よ
-
伸
び
た
る
如
-
な
れ
ど
'
分
礎
は
は
っ
て
小
な
り
し
｡

操
作
を
約
-
る
も
或
る
時
糊
に
来
れ
ば
生
得
上
北
に
肥
料
減
少

山巧
め
に
和
淡
色
と
な
り
し
｡

岨
'
ぷ
夜
照
明
と
州
柚
糊
と
の
関
係
は
攻
の
如
し
｡

イ
'
七
月
二
十
二
円
以
前
の
I=.7夜
順
明
は
川
根
例
に
形
神
仙
:rL

櫓
の
フ
ォ
ト
べ
リ
オ
ヂ
ズ
ム
に
曲
す
る
町
旨
的
研
究
'
第
二
鮎



将
の
フ
ォ
ト
.(
リ
オ
ヂ
一ス
ム
に
関
す
る
町
轍
的
研
究
'
第
二
報

P
t
播
抑
朔
よ
-
八
月
六
日
迄
の
芯
夜
肘
明
は
別
柚
を
数
日
迎
ら
し
た
-
｡

ハ
'
播
純
期
よ
り
八
月
廿

1
日
迄
の
誠
破
照
明
は
相
槌
か
こ
‥十

1
円
迎
ら
し
た
-
o

二
㌧
七
月
廿
二
口
以
前
よ
り
開
始
し
そ
へ
経
迄
滋
夜
附
萌

を
約
-
る
時
は
不
山
地
と
な
-
た
-
0

ホ
'
八
月
六
日
よ
-
挺
進
の
佃
:1夜
肘
明
に
て
は
'
不
;
粗
に
終
-
た
る
株
と
'

一
ケ
〃
迎
れ
て
漸
-
別
称
せ
し
株
と
あ
-
て
'
此
八
月
六

日
頃
が
不
山
根
を
起
す
限
界
糊
な
る
が
如
し
｡

へ
'
八
月
廿

一
日
以
後
の
=,,J収
S
:明
は
僅
か
に
ニ
ー
糊
口
Hl
柚
を
遅
ら
せ
た
-
0

五
t
f
八夜
肘
明
と
成
熟
期
と
の
捌
係
は
謎
夜
肘
明
と
別
格
相
と
の
関
係
に
&
'け
る
と
同
じ
｡

六
へ
山
根
成
熟
期
が
数
日
過
る
1
に
過
ぎ
ざ
る
帖
に
は
'
葛
唯
盤
上
に
大
な
る
彩
管
仙
川け
れ
ど
'
出
穂
が
大
に
迎
る
1
岬
は
'
必
敗
北
は
大

に
減
少
す
る
こ
と
云
ふ
迄
も
加
工

｡
然
る
に
叉
山
根
l;J
前
よ
-
粥
夜
肘
明
と
な
す
時
は
'
川
根
は
般
臼
辿
る
1
に
過
ぎ
ざ
る
も
'
其
叔
粒

の
炎
宵
は
不
充
分
と
な
-
て
篤
め
忙
殺
牧
北
は
大
に
減
少
す
｡

七
'
穀
収

丑
は
減
す
る
こ
と
な
-
し
て
'
只
故
口
山
根
を
遅
ら
し
め
ん
と
せ
ば
'
播
祁
妙
よ
り
八
月
始
迄
過
日
振
作
を
乃
L
t
B
'後
自
然
の

状
態
に
週
す
べ
し
｡

右
の
結
炎
娃
岡
山
地
方
に
於
け
る
性
翰
な
る
故
に
'
之
と
:猟
帳
の
大
に
輿
な
る
地
方
に
て
は
'
右
の
晴
耕
に
差
舛
あ
る
は
官
ふ
迄
も
無
し
｡

第

二

章

照
明
の
噺
桁
が
桁
の
生
育
'
出
穂
'
開
花
並
に

結
部
は
及
ぼ
す
影
懸



.

二

軒
験

の

方
法

一

'

試

料

旭
及

び
昔

僻
地

の
二
∩州
印
を

川
ひ
た
-
0

二
'
照

明

の
時

榊
及
び
噺
析

次
の

十
節
を
設
け
て
'
抑

々
〃
咋

榊
に
柘
切

っ
て
餅
鮎
川l
明

し
た
-
0

(
こ

自
然
照
明
(
梯
畔
)

(
■
l
)

八
時
糊

附
…明
と
∩
然
肘
明
と
を

一

日を
九

に
行
ふ
｡

八時
nH
m
明
は
t
LL

i糾
八
時

よ
り
牛

後
川
時
迄

H
JKt

と
な
し
'
他
の
畔
糊
は

ト

タ
ン
揃
に
て
ぷ

ふ
｡

(

≡
)

ハ付

目八
時

榊
州
明
と
な
す
｡

(

側
)

祉

∩十
二
時

仙
附
仙明

と
な
し
'
乍

前
六
時
よ
-
午

後

六時
迄
照
明
す
｡

(
五
)

ぷ
夜
照
明

と
∬
夜
桁
rl
:…と
を

一

旦父
井
に
行
ふ

(
六
)

砧
口
t'八夜
仰
…明
と
な
す
｡

(
七
)

トル
El
乍
塑

ハ
畔
よ
-

卜
帖
誓

文
小
技

二
相
よ
-

六

時
迄
日
光
に

て
甲

b
L
'
他

山
暗
榊
は

暗
=>.言
な
す
｡
即

ち
毎
日
八
時
榊
を

.;何
に
分
ち
ptJ
照
明
せ
-
0

(
八

)

毎
日
'

午
前

六
時
よ
:1
八

吋
中
道
'
十
時
坤
よ
り
九
･後

一
帖
中

道
.

:二時
坤

よ
り
六
時
迄
照

明
し
て
'
他
の
時
mj
を
暗

r照に
な

し

楢
のフ
ォ
ト

ベ
リ
オ
ヂ
～.<
ム
に
側
す
る
吋
椴
的

研
究
'撃
∵搬

九



J月号 明 時 r刑 の 断 的 十 匝 別

僻
の
フ

ォ
ト
べ
リ
オ
ヂ
ズ
ム
に
鵬
す
る
門
静
的
岨
究
'
節
二
相

町 ~三 ･4 卓 ≠ -Ft_LIl rJ

Lr一二r2 .-､ 日 .紗
FI)Zt ir4A

l14｢

T 車 下 書 ､】丘-～ - A-N4'h 右

LIEl .l

bA7R,TO41 ～叩 5r

l一一L 慰 -.空__二･.1 空し_ ･bL･l h rd ミ

''= ､ 血 豆1過 れ .1 叫 tjtq車 .-∴ :指南 一匙

I:-I:Fd ii王違 10■M dl:I:=i-_.∴ 巨 コ d L8i品

佃1由訊fl4'1之.",1/芦≠ 東 二二避 t.2J.i前.82

(zLlと.i-:-Ⅶ 臣ここ_f･二J･T ,iiii fEt i Zd カ~■ Ft '̂

24 I急 伸 枚 AFl l 耳q･他 称 照 明

F'L TfllA■ r:千三七 烹 1 叫 芋 王｣ h 顎

.I,
T
T

L.I

･n,･ u Lt ･.… … T:担院号'16_" … 'rP1-二 項 q.6叩 ｢ -一喝

･十･一E 1 .号 1-:rニー 迦 二塁二2'駁 ､ 製 壬 生 ,芳 書三 二 ∃

故に七､八月の-715均自然照明を的川噂

闇となすO

備考 自然開脚博日ll

七月卜日く冒完tR 等浬讐 =J 51

八月十可ヨ完架 等一際 匙 十分

a.tH･又 a午耶 p･r‖･父 p--･午紛

tO

た
-
｡
即
ち

毎
日
八
時
iEE
を
三
岡
に
分
ち
て
照
明
せ

h
ソ0

(
九
)

毎
日
午
前
六
時
よ
-
午
後
十
時
迄
'
十
六
時
糊
料
明

せ
-
0

(
十

)

毎
口
午
前
六
時
よ
-
十
時
迄
'
斗
後
二
両

よ
-
十
時

迄
肘
明
し
て
'
十
二
時
榊
肘
明
を
二
相
に
分
ち
て
行

ひ
た
り
｡

右

の
.E

別
に
ょ
-
て
'
描
耶
よ
-
経
迄
脚
明
性
験
を
行
払
た

-
O

右
の
怖
別
を
頓
小
す
れ
ば
上
樹
の
如
し
｡

1..
装

退

前
華
に
同
じ
Q

描
抑
期
は
昭
和
七
年
五
月
八
日
'
挿
秋
糊
は
七
月
十
三
日
な

-
｡
用
ひ
し
ポ
ッ
ト
は
也
祥

一
仙
cm
t
ニ
+本

棚
に
し
て
同

一
試

験
に
二
ポ
ッ
ト
宛
を
伏
し
た
り
｡

川
'

朋
祁
加
現

時
を
定
め
て
半
文
'
分
確
牧
及
び
償
色
を
調
べ
'
且
つ
=
碓



第 二 式 J!て叩16')断紙 i:桁U

7月 14 El鵬

草丈 7分攻

T月並 朋 rV替 .1月11日都度 i;月a･-･日絶 -I)月 9日.
llul 態 別

(-)牒 畔 (i;.1然照明)

(二)自然とtq相和との交Ib:

(≡)8 時 lL汀I 照 明

(伯)12 時 rl'f】 照 明

(Tl瑞 警照 LHとn'8[棚･1-1

L六)21t 畔 17.11 照 明

二
m時
間
ti

._

日

時
:

雌
り1

(七)(品
(′い(A I.,i】

(九)日; 時 lI'.)I 照 明

(十)(鋸 冊 描 ㌔讃崇

.r･.:I
Ji
･芯

.･
:)

A-

TJ

LI

I;

1.1

り
】

り.)

qり

(-)班: 叩皇(仁燃照明二)

(二)rj然と8fe.1川との攻Lff

(≡)Ll 惜 Li.11 照 明

(円)12 時 Il.q 照 明

(Tl環管既製と欄 仰爵

(六)'lLI tuj rLTl 照 明

(七)(品 [品 臥 鼎 J,･,Fpy!

(A)(晶rT.1Jgl遭 遇 階貿

(九)l(; 暇 l抗1 照 nJ]

(+)(岩 晶 臥 昔粘 貨

･㌧

-h

5

tb
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ml考 *--/･f:Hl軌こつきO'd:を荊生せ()D

△････.I1程のみNTHせりr7

--日-92i)の如く椛紛糾 1せるは､出耕せる型の鼠ヒ架の苛丈を示すD

(七X八)･..･･･也間トタy野こて暗黒となしたる痛め温度が上昇せし岱めと､日光艇払



引朋E拙作との脚係 tHH糾し年･.)

㌻巨 細 期 r凋稚'期 完 熟 期忘 義 博芸l蒜 遥 遠 矧報 l備 考

8月7巨1 t5月!1日 h月ユ.旧 叫.1 rj.iH T.り rJ.0 なし

i巴 lo月e-,lr∃ - - I4∩.(i 0 1り tie.I Ll.'2 1..tl; 全部批

当 不 tH樹 - - 半(紅;..l t.) ･L(~i - ∩.7 - - -

8月!一一日 8月l4日 不 明 :紬..lp U 1.-L1..) 121-) :-1.!) - - なし 全部耽

8月1.∩日 8月17日 不 日]] ;;.i.日 ().T, i.i ー'2.L lJ) ll.1 16.6 なし 殆ど枕

35.J I0月13日 不 明 不 rl)] :I.(;.0 0 .I.h リ.S li.;)I - - -

聖 不 H 樹 - - 刺;IL).7 U 3.0 - ･t.∩ -

8月7日 8月tiEl 9月28日 LrJL一.(; :3J,, 0.7 1(iJJ 7.(: 2.Fi 18.;',

i色 不 tH槻 - *8√-T∴i ∩ -).,.JJI り~..I..') - - ■ ■

当 不 出 樹 - *7(;.S () ･1.〔I - tp'I.7 - -
8月10日 8月lJi日 不 明 4こ1.I 0 4..5 1,i.I_ 3/.) - - 全部批
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I

始
馴
及
び
峻
軌
面

を
沢
山
せ
り
C
叱

収穫
物

に

つ
き

て

紺

滋

'

分
E
iP教
へ
組
碓
井
へ
壮
丘
へ
威
服
及
び
概
米
千
抑
革
.虻
測
-
た
り
｡

二
､
省

験

の

結

兇

右
離
験
の
結
;i
を
火
に
て
縮
む
れ
は
弟
二
束
の
如
し
｡

弟
二
束
に
よ
り
て
順
次

に照明
が
=
機
開
花
期
に
及
ぼ
す
影
呼
を
考
案
す
れ
ば
次
の
如
し
｡

一
'
自
然
仰
萌

と
八
時
榊
旧
柄

と
を

一
日
交
互
に
施
行
す
れ
ば
'
北
紙
火
は
･;
然
冊
萌

と
八
時
闇
照
明
と

山中
川
の
結
火
と
な
る
か
X
=か

を
札
た
る
に
'
-;
拙
糊
花
柳
は
小
刑
に
位
し
た
-
｡
l仙
し
て
'

l
〓
臓
に
て
知
日
m
…明
に
な
せ
ば
t
lii
H
短

日
照
明

に
な
し
た
る
帖
程
に

'

目
地
を
;1
む
る
こ
と
他
州け
れ
ど
t
｡
然
照
明
に
比
し
て
i打
L
-
'
門
地
朋
花
柳
を
LL
む
る
も
bJT
な
-
o

た
と
ひ
申
冊
と

.

'
1

'
ヘ
ビ
も
'
日

照

照

明
よ
り
も
八
時
側
照
明
に
乾
き
結
氷
を
門
た
り
G
(a
二
滋

二

)(
二

)へ二
.)
の比
帽
)

二
t
t:山
礁
照
明
と
也
硬
._桁
f
l州

と
を

一
日

‥父

九
に
施
〓
す
れ
ば
'
非
結
火
は
トル
ロ
ト
∴
帖
川
宛
照
明
す
る
.J
同

一
な
り
や
t
や
を
比
た
る
に

川
柚
1-日
花
期
に
就
き
て
は
同

li
に
あ
ら
ず
し
七
へ
耕
し
-
EL=3
れ
た
-
.
即
ち
土

‥畔
周
照
明
に
て
は
他
は
八
月
し
=
忙
川
棚
し
た
る
が
'
推

収
照
明
と
#.=譲

僻
rl'･fと
を

山
〓
h父
代
と
な
し
た
る
略
は
湘
-
十
月
六
日
に
川
根

L

t
開
花
結
椎
を
見
ず
に
終
-
た
-
｡
そ
れ
放
iI...
根
糊
明
と

離
礁
将
才
T
J
を
父
.<
に
行

へ
ば
=;
柚
if～
H

花
は
S.=:夜
照
明
に
近
き
結
北
と
な
る
な
り
.
又
吉

備
柚
に
て
は
t
i
八確
肘
明
と
パ

確
.g=
黒
と
を
碓
井

に
行
ひ
し
に
不
日
根
に
終
り
た
り
｡
故
に
托
=夜

照
明
を

一
日
仰山
き
に
施
行
す
る
時
は
t
的
ん
ど

毎
日
t.I.偵
照
明
を
行
ひ
し
が
如
き
紡
牝
と
な

る
な
り
｡
(那
∴
衣
(
糊
)(
k･J
)(
六
)
の
比
較
)

三
､
柾
目
八
時
川
照
明
と
な
し
て
'
そ

れ榊
に
一
回
文
は
∴
.Z
の
鵬
里
…時
制
を
,<
れ
て
こ

.回
文
は
二
両

に
て
合
計
八
時
糊
照
明
に
な
す

格
の
フ
ォ
ト
ペ
リ
オ
ヂ
ズ
ム
に
鯛
す
る
和
博
的
附
託
､
節
二
剛

二



riP
の
フ
ォ
ト
べ
リ
オ
ヂ
'T(
ム
に
関
す
る
松
陰
的
研
究
､
第
二
鞭

T
二

時
は
'
八
時
m
仰
萌

は
E

一
の
細
;i
を
珊
す
や
否
や
見
た
る
に
'
非
拓
北
は
多
少
.:X
-
て
'
中
間
に
帖
鵜
時
州
を
挿
入
す
る
時
は
'

そ
れ

だ

け
短
zE
の
形
世
は
抑
減
せ
ら
れ
'
==
相
聞
花
は
捉
る
1
な
-

O
而
し
て
へ

そ
の
断
榊
回
数
を
均
す

杜
短
日
彫
廿
は
抑
減
せ
ら
る
1
な
-
｡

(第
二

衷
(
三
)(
七
)(
八
)
の
比
較
)

凶
'
毎
日
十
二
時
制
5
'明
な
る
が
'
中
間
に
側
時
制
暗
袋
時
を
挿
入
す
る
と
き
は
十
二
時
川
仰
･明
と
同

一
な
-
や
'
又
卜付
目
十
六
時
間
州

明
に
比
較
し
て
日
蝕
'
糊
花
に
差
鵜
.あ
=1
や
否
や
を
見
た
る
に
'
小
:F
に
lg｡
叫
を

凶
時
m
挿
入
す
る
時
は
'

一
口
十
二
時
冊
脚
明
に
て
も
'

之
は
十
二
町
田1
m
朋
の
効
北
と
な
ら
す
し
て
､

不
出
柑
と
な
-
た
る
故
に
'

十
二
時
帆
船
明
よ
-
も
著
し
-

長
日
肘
明
の
縦
火
と
な
-
た

-
O
十
六
時
川
照
明
は
甚
だ
遅
れ
て
;
拙
L
た
れ
ど
'
十
二
時
州
に
.tJ
中
間
に
凶
相
岬
を
挿
入
せ
L
も
.sl
は
不
日
拙
な
り
し
枚
に
､
叫
に
十

六
相
川
照
明
と
な
し
た
る
も
の
よ
=1
も
'
一
骨
凝

R

の
膨

轡

を
及
ぼ
し
た
り
｡
(堺
二
衣
(蛸
)(
十
)
(
九
)
の
比
較
)

以
上
は
‖
楓
開
花
制
に
つ
き
で
な
る
が
'
放
牧
丑
及
び
粗
千
粒
誼
に
つ
き
て
見
れ
ば
'
自
然
児
朋
よ
-
も
非
だ
斗
-
川
根
開
花
す
れ
ば
'

穀
根
菜
及
び
粗
千
粍

丑
は
減
少
し
'
文
机
相
聞
花
期
が
甚
だ
埋
る
1
時
は
勿
論
戯
牧
は
減
少
し
或
は
不
==
他
の
鶴
め
に
餌
無
と
な
る
な
り
｡

か
-
毅
牧
と
=
触
開
花
期
と
闘
係
あ
る
は
那
二
穀
に
.て
知
ら
る
｡

叉
草
丈
け
及
び
分
攻
に
つ
き
て
訓
兼
し
た
る
が
'
口
付
と
の
脚
係
を
明
椎
に
認
め
ず
し
て
日
脚
の
よ

知
が
小
文
け
及
び
分
離
に
及
ぼ
す
影

智
は
出
様
開
花
期
の
如
-
判
然
せ
ず
｡

三
'
組

1
.
暇
小
七
叫
茄
月
よ
り
卜
月
追
付
明
時
1-月
は
同
じ
-
す
る
も
'
之
,kJ断
出
し
て
施
し
た
る
均
分
に
'
共
膨
轡
に
差
異
あ
-
や
香
や
を
桝
励



｢

し
た
=1
C
而
し
七
触
及
ii;傭
船
を
材
料
L｣
な
し
た
り
｡

二
'
自
然
仰
…明
と
八
時
:?
;･…明
と
を

l
R
や
-hJ.に
施
行
す
れ
ば
､
川
根
糊
花
は
八
時
日日
附
…明
に
妃
-
し
て
'
=i
-
な
る
な
-
O

二
t
R
..L液
相
明
と
訳
嬢
･Z,
AL
'…と
を
隔
n
l父
lrA
に
行

へ
ば
'
川
根
開
花
は
i

.八
夜
m
萌

に
妃
き
縦
火
と
な
-
て
'
=;
拙
紘
著
し
Y
過
る
1

な
-
.

三

いけ
日
八
時
榊
照
明
す
る
咋
'
之
車

両

或
は
三
E
:に
噺
析
す
る
帖
は
t
Lf
.日
の
形
啓
は
抑
減
せ
ら
れ
'

川根
糊
花
は
過
る
1

な
り
｡

四
'
砧
口
十

南

側
照
明
す
る
時
'
中
仙
に
川
時
㈹
帖

竹を
挿
入
す
れ
ば
'
十
二
時
仙
捌
明
よ
-
も
辞
し
-
ぷ
R
肘
明

の効
火
を
よ
し
て
'

不
川
棚
と
な
る
｡

五
t
m
萌

と
滋
牧
と
の
榊
係
は
照
明
と

川
根
開
花
糊
と
の
捌
係
に
同
じ
｡

､

第

三

章

桁
棟
が
部
分
的
に
骨
-
る
長
短

‖
照
明
が
他
の
部
分
ー

及
ぼ
す
彩
班

(

I
)

一
､
･g
(験
の

カ

紘

一
'
試

料

堆
紳
二
紙
へ
晩
北
椛
)
及

び
我
1;
li
場
;L
e
i
一
紙
(
;
L

生
抑

)〃
二
=州
印
を
〓
ひ
た
-
0

二
t
S;･…明
の
方
放
及
び
帳
別

口
然
照
明
'
八
時
榊
照
明
及
び
'
二
十
川
睡
刷
照
S
･乞
川
ひ
た
-
C
播
抑
制
は
昭
和
七
坪
井
月
八
日
'
抑

如

糊
は
L
T
十

一日
に
し
て
'

抑
秋
後
輩

笠

.f部
に
分
ち
て
鮭
進
攻
の
如
-
照
明
し
た
-
0

桁
の
フ
ォ
ト
べ
リ
オ
ヂ
+'r<
ム
に
鯛
す
る
tIr
塩
析
研
究
'
那
二
郎

二

二

｢



∫ E D C B A

野
の
フ
ォ
ト
べ
リ
オ
ヂ
qr(
ム
に
槻
す
る
は
官
ぬ
研

究
､
節
二
桁

t
E

1
株
の
郡
を
九
右
に
分
ち
'
分
場
政
を
川
じ
-
し
て
'
二
十
iI
帖
1
と
八
時
川
E｡:'明
と
な
す
｡

一
株
を
同
前
の
如
-
it
右
に
分
ち
'
自
然
旧
…明
と
八
時
相
似
萌

と
な
す
｡

l
株
を
同
前
の
如
-
左
右
に
分
ち
'
左
右
共
に
二
十
川
帖
仙
照
明
と
な
す
.

1
株
を
閃
前
の
か
-
井
右
に
分
ち
'
左
右
共
に
自
然
糾
明
と
な
す
Q

l
株
を
同
前
の
如
-
左
右
に
分
ち
'
左
右
共
に
八
時
附
照
明
と
な
す
o

l
株
の
輩
を
ば
仲
立
と
分
磯
部
と
に
分
ち
て
'
付
部
を

寺

川
時
榊
'
分
鞭
部
を
八
時
仙
肘
明
し
た
-
｡
又
同
時
に
共
反
封
と
な
し

た
る
も
の
あ
-
0

G

一
株
を
同
前
の
如
-
分
ち
て
'
杜
6
,を
同
然
5
-明
'
分
禦
;=･.を
八
時
柑
照
明
と
な
し
'
日
時
に
叉
非
斥
別
と
な
す
.

H

l
株
を
同
前
の
同
-
分
ち
て
'
拙
ia
+.及
び
分
派
訳
を
日
時
に
廿
何
時
榊
照
明
と
な
す
｡

-

1
株
を
同
前
S
･如
-
介
ち
て
'
性
封

及
び
分
頓
蔀
を
川
畔
に
八
時
榊
肘
明
と
な
す
｡

1

1
株
を
川
前
の
如
-
分
ち
て
'
軽
重
及
び
分
攻
郡
を
自
然
肘
明
と
な
す
｡

茄
八
時
川
似
明
に
な
せ
る
.は
'
ト
タ
ン
机
に
て
日
光
を
遮
断
せ
し
な
nl
｡

血
拶

〓
ハ
桝
の
鉢
に
桁
を
二
株
宛
机
ゑ
て
'
二
鉢
の
牛
均
を
求
め
た
り
｡

雄
榊

二
光
に
て
付
部
と
分
雄
･｡室
と
に
分
ち
た
る
推
脇
に
放
て
'
蝶
出
の
翁
め
に
付
部
が
以
さ
れ
た
る
も
の
を
托
せ
L
故
に
試
験
を
中
止
し

た
る
も
の
あ
-
し
薦
め
に
試
験
院
政
少
な
し
｡

三
'
調
禿
不
明



桁
わ
小
文
'
分
岐
赦
'
出
払
耕
t
nH
花
剃
'
及
び
成
熟
期
を
調
和
し
た
-
｡

二
､
鮮

駿

の

結

氷

右
･.It
f助
の
結
北
を
衣
に
て
縮
む
れ
ば
'
郡
三
表
の
如
L
o

ÂJ.,...I.:.敗

杏
幕
A
;洪
*
冨
tn持
(
,yJ
L{
kj
.
空

等

ljT
u)宗
泣
(
毒

舌

LqI)

相
の
フ
ォ
ト
べ
リ
オ
ヂ
..ス
ム
に
鵬
す
る
･;
蟻
的
脚
光
､
那
二
郎





轟

S
･

H
I

i.7)
等

叫

1

室

山毎
韻
警

T･1
LtT
無

頼

き

仙

d
O
)
LA-･L
や
7iユノ

節
二

豪

に
よ
れ
ば
'
攻

山
S
･伴
を
誹
む
o

H

一
山
新
作

〃非
を

ば
左
小
に
分
ち
て
'

一
ん
は
什
川
時
制
'

‥
ん
は
八
時
HIJ

の
旧
仙明
に
な
す
帖
は
'
人
右

に
放
て
=
他
聞
花
期
及
び
岐

熱
1-I
,虻
仙
ハ
に
す
る
山
み
な
ら
す
'
廿

川

帖

川

の

細

分

は

'
仝
冊

山
桃
..仁
什
川
帖
榊
照
明
に
皿
き
た
る
と
川
じ
-
'
文
八
時
川

の
部
分
は
<L廃

山
株
を

八
時
日日
冊
仙明
に

JI･ー山き
た
りん
と
川
じ
帖
期

に
‖
他
州
花
成
熟
し
た
-
｡
よ
り

て

lr
株
を
両
分
し
た
る
略
'
式

日

照
明

の

部

分

と

知
日
附
…

明
の
珊
と

が
州
紫
糾
し
'

一
心
が
他
心
に
影
幣
す
る
AJ
と
無
き
を
知
りり
な
り
0
.而
し
て
こ
の
税
毅
は
'
昭
利
六
坤
の
郎

塊
(
新

一
稚
)
に
於
て

兄
た
る
と
同
じ
｡
前
述

の
･lt
駒
に
放
て
'
雄
榊
∴
批
(
他
姓
)
に
て
は
廿
川
仲
川
m
明
は
不
川
楓
に
終
り
た
れ
ど
'
畿
T<;
LL生
一
紙
(
Li
生
)
に

て
は
川
拙
･k
J比
た
る
は
'
晩
生
'
;1
先
に
よ
り

て
長
日
照
明
に
封
す
る
感
此
度
を
;班

に
す
る
に
川
る
な
-
0

叉
川

一
株
を
4gj
介
し
て
t
.L
部

分

は

‖

然
照
明
と
な
し
'

一
部
分
は
八
時
川
冊
…明
と
な
し
た
る
に
軸
部
に
於
て
日
蝕
'
開
花
'
成
熟
期
を

楢
の
フ
ォ
ト
ベ
-
オ
ヂ
tT<
ム
LJ鵬
す
る
.日
額
附
併
溌
'
第
7由

l
七



倍
の

フ

ォ
ト
べ
リ
オ
ヂ
'ズ
ム
に
偶
す
る
桝

駿
附
併
託
'
第
二
鮎

L
八

兆
に
し
た
-
｡

和
し
て
･;
然
似
明
の
部
分
は
'
株
金
牌
を
臼
然
似
明
に
:,山
き
た
る
に
比
し
て
二
､
二
百
日
軸
が
迎
れ
た
れ
ど
'
八
時
糊
付
明

に
な
し
た
る
部
分
は
'
株
企
悦
･を
八
時
冊
m
明
に
な
し
た
る
と
日
時
に
目
地
'
開
花
'
成
熟
し
た
-

｡
之
に
よ
る
も
桁
株
を
二
分
し
て
自
然

肘
明
と
煩

日
脚明
と
に
な
す
も
柳
井
に
形
称
す
る
仰
無
き
を
認
む
る
な
-
｡

次
に
軽
重
と
分
能
都
と
に
つ
き
て
‖
揃
の
･li=
蝕
を
な
し
た
る
も
'
付

虫
と
分
塘
墾
と
に
よ
-
て
t
S
=明
上
の
感
鰍
に
:栄
.糾
撫
-
'
矢

縦
-

株
を
細
分
し
て
賢
験
し
た
る
と
同
じ
紙
北
な
1)
｡

叉
荊
三
架
に
て
は
'
非
文
及
び
分
地
に
つ
き
て
は
'
輩
の
一
部
分
が
他
の
部
分
に
及
ぼ
す
影
世
は
明
か
な
ら
す
｡

三
'
総

括

7
･
同

山
新
株
黒
血
を
〃
右
に
F
..介
し
'
戒

は
付
蛮
と
分
悪

猷
と
に
分
ち
て
榊
部
分
を
拙
ハり
た
る
旧
柄

相
川
に
州サ
＼
時
は
'
各
部
分
は
そ
の

附
…明
相
川
に
船
じ
た
る
机
拙
'
開
花
'
成
熟
糊
を
よ
は
し
て
'

一
株
金

柑

を
そ
れ
′〃～

の
照
明
時
冊
に
川j
き
た
る
と
弟
典
な
し
｡

二
'
株
の
部
分
的
肘
明
は
冬
型

丸
的
_1-ィ
満

城
艦
を
東
は
し
て
'

1
部
分
が
他
の
部
分
に
影
哲
す
る
こ
と
な
し
｡
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同

前

(二)

:
'
貨

倫●

昭
利
人
件
に
地
及
び
芯
備
粗
を
川
ひ
'

一
株

bl準
竺

一分
L
t
井
右

k1は
攻
の
締
別
の
も
JJ
に

仇放
せ
-1
｡

A

右

仲

介

は

二
十
川
帖
榊
'
花
fL
分
は
八
時
:7
照
明
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然
仰
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〃

咋
分
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八
時
榊

仰

.E
t

C

井

右

兆

に
此

花
脳

明

U

〃

右

Hj

ん

北
ハ
に
〓

然
糾
明

E

〃

石

山

山

北
へ
に

八咋
糾

旧
:=
明
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昭

和

八空

ハ
月

:
.I十

日

に

'

桁
小川
を
血
相

山
川
m
い
ポ
ッ
ト
に
仔
糾
し
､
七
日
十

=
よ
り
粍
準
を
問
的
す
O
基
肥
と
し
て
一
ホ

ッ
ト
八=川柵

安

〇
､

八
六
g
､

過
燐
酸
小
水
C
,.八
九
g
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搬
恨
加
舛
C
t
二
八

g
を
施
し
た
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0

7
.
､

L
I

J

′〃恥

t

I.仇

金

山
結

;i

は

姉

川
火

山

如

し

｡

a.I,1lLl･j
e

辛
.秦

75
tL逮
()
芸

'･]i∩･L
･
(
IE
i･軒

≡
!(.I.HJ7g
)
だ
..と
い
(

毒
ぎ
毒

)



樹
の
フ

ォ
ト
べ
リ
オ
ヂ
ズ
ム
に
偶
す
る
田
節
附
併
託
､
第
二
報

〓
O

亀 罫 叫

句 Ej n LJ_J > 'tq Ej f?串.tD 埠 坤 坤 抄 串 坤

望 望 襲 撃 望 望 塑 望

′- I ,ー ′一一一 ､ { J- 一重 垂 墓 董 重 量 重 量 垂 垂 ′-＼′一一ノー-.､′山､毒毒ミ享毒毒:毒題意島忠5i3
一････.-

望 5 増 さSr4- 旨-r シこ エ コ TJ -一 つ =. +. -

.tC. P tl tつ .LC iC .LhD ド .LD :-～ .J 三｣ ド. .tJ r̀ いさ

I; 召 ヨ ご S; -Ei 矛 ∋ 去 声 汽 車 弓 宝 a 菖;- -cJ= '3 '.- b iJtJ Cc こJ .S 一一 _J =⊃ Oつ ､J O,

rFl:13.-Jl こ-I .LA :-i .-It ..-'1 f- ,A 琵 LS 芸 諾 £ 芸ン ごt ここ Ll ⊂) ∝ ふ T. I. コ

gl記だヨ藍削岩el蓋.Ei雪 ぎ [3 詩 聖 笥⊂> -1 つつ ー d> こ)

.> f F一.u P Fl .=p. .-.ー や つ .L> tFl .i-I.O E> tF-
(二I こつ つ ⊂⊃ 05 .J

酎望望.諾≡eE.:封琵≡I封望 芸 .So .e 聖

'1-r '3 'L, '=-T とt3 'L- ゝ lo 'D b :J ヒ, -cp とL3 -0 むつ

00 00 じ -3 刊 瑞 0, や 3, 刊 O' .-J3 .D u,TH jl
.I .l N Il t

LE] ED 凹 u 劫 蛮 u u] 凹 喪 u ED u nj 屯 魂
一.･..■･..■･.･.■-一

1- O = =芸 芸 雪 空ll一̀一 -■●一 ･.･.｣七 三 千 十 I ･⊥′ _.一 一こⅦ こn b.g c, 望 き

零

瀬

(

一
)

4
奔

-
.,.薪
J)･q5'q･:01.tTo

(

に

)

TtJ
O

o)告
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畢
･J=圧
電/dEC)IJL1)7滴
虫
:崇

叫
d
e73部
だ
吋
訓
4
0

郡
川
虫
に
ょ
れ
は
'
桁
株
空

茶

し
て
'
+'=.腐
肘
減

と
八
時
鮒
照
朋
と
な
せ
ば
'
小

山
碗

脚
萌

の

部
分
は
不
日

相

に
経

-
'
八
嶋
州
照

明
の

｢

一

~

~

~

~
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瓢
分
は
;i
-
爪
柑
す
る
こ
と
'
各
墾

止
件
に
北

夜
照
明
と
八
時
榊
肘
明
と
を
馳
こ
し
た
る
に
榊
じ
'
叉

l
経
を
介
ち
て
い
然
仰
帆
と
八
時
間

と
に
な
し
た
る
結
火
も
'
各
弼
:ll..株
に
臼
然
肘
…明
と
八
時
糊
肘
…明
と
を
施
し
た
る
に
川
1J
｡
枚
に
新
株
が
部
分
的
に
.A
'る
照
叫
時
糊
に
=.B
か

る
1
帖
は
'
+T
部
分
北
:'
各
郷
:此
的
に
は
艦
を
岩
し
て
t
n
も
城
山丸
秘
に
川
じ
き
現
象
を
3
iす
O
而

し
て
一
部
分
が
他

山部
分
に
影
坪
を
及

ぼ
す
こ
と
な
し
｡
こ
の
加
は
前
竹

山
紬
;i
に
同
じ
｡

第

五

章

柚
早
生
相
銀

に
柚
晩
生
柿

の

フ
ォ
ト

ベ
リ
オ
デ
ズ

ム

･･IJ

桁
は

一
班
に
知
日
机
物
な
れ
ど
も
'
=
Tハ
は
蛙
は
晩
生
柿
に
よ
-
鋭
敏
に
税
は
る
か
と
'
;-
雅
仲
に
て
は
鈍
感
な
る
こ
と
t
i;;
井
代
(

の
報

≠
せ
る
が
如
し
｡
父
北
他
に
も
日
経

〃祝
祭
を
な
せ
る
も

の
あ
り
｡
か
-
'&
山
;i..
唖
に
よ
っ
て
附
仙明
代
胞
は
=I;:ろ
こ
し
一明
か
な
る
も
'

北
縦

氾
山
新
と
欄
川
畑
ん
に

拭

1i
｡

す
れ
は
'

=
照
山
北
も
Li
き
七
日
･i1
5
に
目
地
し
て
'
竹
山
も
.i
J‖
帆
杓
い
軸
を
よ
し
'
父
塙
粥
山
城
ろ
軒
を

作
れ
は
綱
川
地
心

に
て
は
川
根
に
.i.i:

ら
す

し
て
経
る
が
故
に
'
此
両
梯
端
の
桁
に
つ
き
て
フ
ォ
ト
ベ
リ
オ
ヂ
ズ
ム
禦
.t
歯
を
な
し
'
北
渥
t=)

応

の如
き
梯
;l
北
相
は
火
し

て
知
日
'
長

日
'
中
仙
何
れ
に
鶴
す
る
か

を
確
か
め
'

叉
端
折
+._t･
い
如
き
梯
晩
生
純
も
'
矩
n
m
…明
に
よ
れ

は

日
仏
を

比
和
る
に
あ
ら
ざ
る
か
を
柵
む
･,<･鴨
池
に
'
攻
の
如
-
･作-f
胸
せ
-
Q

T

■ヽl

【

‥γ
J

一

卜ヽ

/

1

(

･･
･1

;

～

北
札
止

t
一
姫

北
渥
泣
=3
蔀
ji_験
場
北
見
立
場
よ
-
'
昭
小
六
牛
二

月に
取
り
苓
せ
t
u
水
油
i
r･
せ
る
=州
印
に
し
て
'
北
粗
抑
丁
を
使

樹
の
フ
ォ
ト
ペ
>
オ
ヂ
.ス
ム
に
例
す
る
･Lr
駿
的
研
究
'
郡
二
剛

7..
'i



桁
の
フ

ォ
ト
ベ
リ
オ
ず
.T(
ム
に
鯛
す
る
世
皆
的
桝
男
､
節
一丁岡

こ
こ

朋
す
｡

新
竹
雅
卯
七
兆

新
竹
州
出
郎
溝
焼
場
よ
-
昭
和
hハ
咋

1
月
に
取
:1
零
せ
た
る
〓州
印
に
し
て
'
脱
･:iF;に
て
保
存
せ
る
株
を
分
ち
て
淡
味

に
伏
す
｡

L

I.
描
抑
え
株
分
の
時
期
及
び
碓
肥

北
見
赤

t
一班
は
'
前
件
度
庄
粗
相
r
を
昭
和
八
年
五
月
十

‥

4

1,E
に
播
即
し
'
そ
の
ま
･-

聞
引
し
て
三
本
宛
増
し
試
験
に
糾
し
'
新
竹
諏

卵
七
城
は
そ
の

浪
嚢
中
に
て
越
冬
せ
し
め
し
株
乾

k.J
月
十
三

日
に妹
分
し
て
定
糾
す
.
tJ
柁

一
州
印
の
ポ
ッ
ト
に
二
株
:..hdJを

錐
辞
せ
し
む
｡

六
月
:二
十
日
に
一
ポ
ッ
ト
双
紙
･)>
C
t八
六
g
'
過
燐
酸
石

火

C
'八
k

g
'
硫
酸
加
鼎
つ
'
二
八

g
を
施
し
た
-
0

..
'

肘
…明

の

時

冊

先
月
二
十
五
日
よ
り
八
時
川
'
二
十
川
咋
川
'
自
然
照
明
の
三
仰
山
照
明
帖
糊
に
仰山
き
た
･リ
｡

ニ
'
調
布
部
項

桁
の
背
丈
'
分
噸
徽
'
川
根
始
糊
'
光
熱
軸I
に
つ
き
七
朋
作
せ
-
0

二
､
結

右

肘
萌

搬

作

の

紙

恥

は

節

茄
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の
如

し

｡
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F
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重

態

噛
ロ
バ
持
f
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旨

7J

i
.衣
を
比
れ
ば
'
北
見

赤

t

一
紙

は

八
時

m

J糾
明

'
胡
破

旧

…明
t
n
然
仰
…
明

の

川

に

t
t
i丈
'
分
場
敏
の
榊
に
･F
差
を
認
め
ざ
る
の
み
な

ら
ず
'
川
拙
始
与りl
に
於
て
も
殆
ん
ど
差
熊
な
き
を
.SL=
め
た
り

｡
故
に
錘
LL
fk
抑
な
る
北
見
赤

t
l!
純
は
仏

日
柄
物
に
あ
ら
;ITW
U
は
勿
論
'
父

長

日
枇
物
に
も
地
せ
ず
し
て
'
照
明
時
脚
に
無

感
船
な
る
小
川
性
と

F'<
ふ
べ
し
｡

攻
に
新

竹
滞
卵
ヒ
紙
は
t
n
然
の
状
態
に
て
は
漸
-
地
坪
に
近
し
た
る
帖
に
て
〓
雌
に
煎
ら
ず
し
て
終
-
'
･4-T
川
帖
刷
附
…明
に
て
は
朗
に

桁
の
フ
ォ
ト
べ
リ
オ
ず

.T(
ム
に
糾
｣.
ろ
1.;
展
的
併
託
'
第
二
鮎



柄

b.1
フ
ォ
ト
べ
リ
オ
ヂ
.ス
ム
に
即
す
る
富

的
研
究
'
第
二
軸

二
p

M
秘
は
過
れ
て
不
日
軸
と
な
る
が
'
之
を
八
時
相
似
明
に
な
せ
ば
'
短
日
戊
鮭
を
税
は
し
て
'
八
月
十
m
に
比
に
川
概
し
て
約
･即
せ
-
｡
故

に
棲
晩
生
和
は
知
=
媒
艦
を
鰍
常
に
規
は
し
て
t
I;u然
に
て
は
れ
拙
せ
ざ
る
抑
軸
も
'
如
目
抜
作
に
よ
-
て
;+
-
;
柏
せ
し
め
柑
る
を
知
る
｡

三
､
線

一
'
北
縦
泊
の
桁
は
秘
小

生
純
な
る
が
'
フ
ォ
ト
べ
リ
オ
ヂ
ズ
A
は
中
州
性
な
-
0

二
.
盛
酌
の
あ
る
桁
は
也
晩
生
抑
な
る
が
t
r門
地
に
て
日
蝕
せ
ざ
る
も
の
も
'
佃
‖
照
明
に
よ
り
て
;+
-
川
棚
せ
し
め
得
｡

第

六

章

考

察

二

=
･]夜
似
明
の
畔
糊
及
び
剃
川
が
桁

山川
拙
刷
に
及
ぼ
す
形
樺

lid

著
者
耳
G
は
政
に
唱
聖

ハ
畔
に
描
純
利
よ
り
他
種
糊
迄
の
郁
々

の
時
制
に
八
帖
明

十
二
時
川
滅
び
工

ハ
時
川
の
照
明
拙
作
を
始
め
,
読

る
期
別
姓
糾
し
た
る
･E
に
'
之
が
桁
の
生
甘
及
び
m
花
に
及
ぼ
す
形
世

･.k
比
放
し
た
-
｡
そ
の
時
謂
根
付
明
の
･f
iJ･･1験
と
行
は
ざ
-
L
o
前
回

の

作
.鞠
に
於
て
'
卜
六
時
仙
照
明
の
開
始
糊
が
播
帥
期
.
挿
秋
剃
又
は
八
月
早
々
な
る
も
､
以
後
拙
作
を
辿
約
す
れ
ば

-;拙
･虹し
て
不
.;
能

な
ら
し
め
或
は
迎
ら
し
む
.
九
月
に
人
ら
は
川
棚
の
畔
備
終
れ
る
時
な
る
故
に
'
机
拙
抑
制
わ
効
火
無
き
を
比
た
-
｡
叉
≠日
代

の
み
を
女
円

と
な
し
'
或
は
播
抑
制
よ
-
八
月
始
造
山
み
と
よ
H
と
な
し
て
'
其
以
後
を
自
然
仰
仙明
の
状
態
に
泣
け
ば
数
日
･川
根
を
遅
ら
し
む
る
の
み
に

し
て
出
廷

の形
坪
は
少
な
か
-
し
｡

右
の
長

日
附.=-明
に
闘
櫛
し
て
封
に
=
=歳
仰
明
を
な
し
た
る
に
'
川川
代
剃
の
み
は
勿
論
の
こ
と
'
≠川
代
湖
北
に
押
秋
根
三
十
日

(
t
H
二
十

｢

‥

し



二
_
)
匙
S
l北
夜
肘
萌

に
て
は
'
以
後
普
池
の
,;
然
照
明
に
糾
す
畔
は
t
H
他
姓
延
の
効
火
如
き
を
見
て
､
八
月
六
日
道
辿
桁
し
た
る
畔
に

漸
-
凹
'
九
cl
迎
延
す
る
を
兄
た
り
｡
そ
の
状
況
は
前
回
の
it
験
に
て
'
十
六
帖
=7
m
明
の
域
介
に
比
た
る
と
同
じ
｡

次
に
北
夜
脚
明
を
捕
抑
制
に
約
め
て
経
ま
で
辿
析
す
れ
ば
､
不
-;
根
に
経
る
は
勿
論
の
こ
と
'
抑
秋
後
二
手

El
草

月
廿
二
日
)
に
拙
作
を

開
始
し
そ
辿
紙
す
る
時
も
'
亦
不
山
地
に
経
る
な
-
｡
伽
し
て
,<
月
山ハ
日
に
操
作
を
開
始
し
て
挺
進
紙
-
リIo畔
は
'
不
川
根
に
経
る
か
或
は

一
ケ
〃
も
迎
延
し
.て
-;
拙
す
｡
八
月
廿

一
日
よ
-
以
後

の
拙
作
に
.tJ
は
'
-;
轍
の
叩
佃
は
虹
に
杓
ん
ど
終
れ
る
時
な
る
枚
に
'
仰
か
に
∴
I

川
∩
川
根
が
迎
延
す
る
に
過
ぎ
ず
｡
前
回
十
六
時
糊
附
･:明
の
帖
も
'
九
パ

に
入
り
て
の
拙
作
は
川
根

迎
延

の劫
火
仙
…か
-
L
t
右
S
状
態
は

十
六
鴨
川
照
明
に
G
'て
兄
た
る
と
川
じ
.

か
-
前
後

∴
回
の
性
験
に

放
て

卜
‥ハ
時

制

と

=
=.破
照
明
と
は
桁
に
別

し
て
は
川

山
科
肱

の彫
坪
を
及
ぼ
す
が
故
に
'
太
目
m
…明
と
桁
と
の

糊
係
を
成

助
せ
ん
と
せ
は
'
卜
六
時
㈹
脚
明
に
て
過
れ
り
と

1
1
ふ
'(
ト
"

攻
に
右

の
･JIt
齢
と
前
川
の
性
腺
と
よ
-
鮎
介
す
れ
ば
'
長
日
に
よ
り
て
小
目
相
と

な
る
か
城
は
甚
だ
捉
る
1
も
川
根
を

比
る
か
わ
附
-5,L
は

八
八
九

'
六
日
軌
に
あ
り
と
云
ふ
べ
し
｡
之
よ
-
I+
-
ぷ
=
拙
作
を
妬
む
れ
ば
'<
-;
枇
と
な
-1
'
之
よ
-
後
に
始
む
れ
は
泥
れ
乍
ら
目
地
を

見
る
も
の
と
.ム
ふ
べ
し
｡
勿
論
右
は
仙
川
鵬
の
1.Tf水化
に
し
て
'
北
ハ地
力
の
晩
化
卯
に
つ
き
て
い
こ
と
な
り
｡

二

m
明
の
師
概
が
桁
の
;
植
樹
に
及
ぼ
す
影
坪

肘
明
時
日日
の
衣

桁
が
机
物
の
生
育
及
び
仙
椎
'
相
に
開
花
に
形
坪
す
る
こ
と
よ
り
兄
れ
は
'
明
る
き
帖
州
と
榔
き
帖
川
と
の
比
率
が
八
郎

木
の
如
-
比
ゆ
る
が
t
t
E
5'に
よ
れ
は
井
明
暗
の
比
の
み
に
非
す
し
て
'
日
時
に
北
明
晰
が
迎
枇
せ
ざ
る
べ
か
ら
す
｡
川
じ
-
八
時
㈹
附
…明

と
な
す
も
'
之
が
二
帖
仙
砧
川
回
に
分
ち
て
北
胤
に
._i｡
竹
州を
入
る
1
と
せ
は
･<
帖
州
肘
明
S
結
火
と
な
ら
ざ
る
な
-
G
こ
れ
に
脚
し
て
カ
<

鵬
の
フ

ォ
ト
ぺ
リ
オ
ヂ
ガ
ム
に
帆
す
る
糾
騎
帆
桝
究
t

i:I型
.削

二
九



婿
の
フ

ォ
ト
tt
リ
オ
す
ズ
ム
に
開
す

り打
頓
的
酬
第
㌧
節
1..剛

二

ハ

､ヽノ

ナ

1

,
7
ラ
ー
ド
如
氏
il

H
/
i-_･･
;･･=
コ
三

六
,
鳳
仙
花
,
紫
蘇
,
D
elp
h
in
iu
m

a
ja
cis,
方
u
d
t,eck
)･a
h
ico
lo
r

f･T
を
川
ひ
て
り
ひ
た

)

る
･:hY

島
あ
り
'
右
に
槻
し
て
背
新
bl
i
人

川

は
常
て
票

を

試
み
た
る
こ
⊥
.あ

り
た
-
一

*
I
に
評
新
竹
は
桁
に
つ
き
て
'

川
じ
照
明
時
帆
に
て
も
'
そ
の
中
に
帖｡
竹
蒔

糊
を
挿
入
し
て
冊
萌

を
斯
紙
し
た
る
時
に
'
桁
の
川
根
籾
に

如
何
な
る
彫
坤
あ
る
か
を
明
ら
か
に
せ
ん
と
し
て
'
十
卯
の
照
明
試
験
柘
に
よ
-

て
拭
.験
し
た
-
｡
∩
然
照
明
(約

一
日
十
川
帖
冊
言

八
時

州
側
明
と
を

7
円
攻
.J九
に
it
へ
は
共
紡
火
は
納
･tT
S･小
皿
に
付
し
て
'
短
日
照
明

霊
.:
火
を
生
し
∴

ル
〓
<
時
川
丈
は
十
二
帖
榊
照
明
せ
し

も
の
に
は
近
し
た
り
｡
さ
れ
ど
乍
然
申
問
に
は
あ
ら
ざ
-
し
｡

叉
S
=豪

州
明
と
t'山夜
桁
里
…と
を

一
日
･41y
九
に
粘
り
す
れ
ば
'
北
ハ紙

;)

は
十
二

時
tT
旧
…明

に
‖
じ
き
か
斤
か
を
31J
リ心
に
'
机
拙
糊
花
柳
は
卜

二
時
㈹
肘
明
に
同
じ
か
ら
す
し
て
'
始
ろ
%
.破
肘
明
を
辿
糾
し
た

る
に近
き
抑
;7
と
な
り
た
-
0

叉
八
時
冊
城
は
十
;
'時
日-1
の
m
明
時
糊
と
し
て
'
兆
中
に
'帖

.->'蒔
榊
を
挿
入
す
る
帖
は
'
甘
し
-
*
'知

日
脚…叩J
は
減
却
せ
ら
.糾し
て
'
日
経

は
過
る
1
な
-
｡
軸
そ
の
節
析
同
数
を
榊
す
に
従
ひ
て
'
益

々
炎
効
牝
を
滅
す
る
が
如
し
.

ん
に
よ
れ
ば
桁
に
つ
き
て
性
飴
す
れ
ば
自
然
n
i
;の
川
に
隔
日
細
日
照
f
･虹
な
す
畔
は
人
に
約
日
の
影
守
を
瀕
は
す
こ
と
'

3.c
m…明
に

て
も
そ
の
榊
に
鵬
叩
.蒔

冊
･ど
r<
jL
て
'

S.明
を
切
断
す
る
帖
は
短

円
山
効
Zj
･.k

J減
少
す
る
こ
と
'
及
び
超

H
と
帖
k-
T
lJ･と
..
〓
･t.V
.iと
な
せ

ば
k
‖
=･…明
に
妃
き
結
27
と
な
る
許
を
認
む
る
な
-
Q
而
し
て
∩
然
日
脚
と
･交
互
に
短
日
照
明
を
行

へ
ば
'
短

日
に
起
き
結
;)
と
な
る
は
常

然
な
-
と
増

へ
ら
れ
'
父

知
日
を
中
断
し
.て
中
に

一
'
∴
回
の
暗
f:…を
加
ふ
る
と
き
は
'
恰
も
長
円
照
明
に
し
て
煉

中
途
に
陰
影
を
尖
-
L

と
渇

へ
ら
れ
ざ
る
に
あ
ら
ず
Q
そ
の
陰
影
は
細
分
せ
ら
れ
て
短
時
仙
と
な
る
梯
'
そ
の
影
狩
は
微
舶
と
な
る
革

仕
々
火
口
肘
明
と
同
じ
耕
兇

と
な
り
L
と
雌
す
べ
L
Q
攻

に
==雇
照
明
と
け
=戒

帽
叫
fJJ
を
父
'Jt.に
H
ふ
と
き
は
t
や
物
上

1時
糊
照
叫
と
E
じ
き

照
明時
榊
な
れ
ど
も
'



化
荘

川

;{
は
之
⊥
一<
/
に
炎
-

て
'
廿
川
畔
仙
照
明
L
'

殆
ん
ど
同
じ

結
批
J
.
な
り
た
ろ
よ
り

比
.･JtL
は
'
什

川
崎
州
油
紙
照
明
す
れ

ば
之
が
川
根

開

花
を
妨
ぐ
る
･LJ.'j
る
威
力

を
及

ぼ
し
て

'
た
し
.ひ
甚
F=･]日
.Z｡
=1
4iJ
差

す
も
北
ハ凝
滞
を
柁
和
減
少
す

る
こ
と

能
は
ざ
る
を
″仙
Ll
ろ
L
<
-)
0

I.'
桁
株
が

部
分
的

に
受

′
､
ろ
滋
嫡
‖
搬
作
が

桁
山
川
拙
に
及
ぼ
す

影
稗

芸

T
Ln
は
昭
票

坤
に
桁
誓

讐

奈
;
･{
分
し
て
(
桃

邦
は
分
翌

す),
示

は
八
時

川
榊
萌

と
至

,
他

の

t
筈

諾

照
望

J

な
し
て
'部
分

的に
附

萌時

糊
を
双
に
し
た
り
｡
S
,叶.=

恥両
部分

は
外

-判
山北
的に
lZ
腰
を

果し
て'八
時

_E;照
明

,S
部
分
は
別

仰
の
弼
･:止
せ
,a

八
時
川

照
明
株
と
仝
-

川
じ
き
拙

攻
を
_1
L
t

t=.戊
照
明
の

邦
分
は

別
仰

の嘱
･41.せ
る
甘

川
略

仙照
明
休
と
令
-
川

じ
き
規
範
を

よ
し
た
る

を
比
た
り
.
此
輔
は
ガ

ル
十
㌧

7
ラ
ー
ド

托
し
廿
が

C
o
s

"LCS
.M

[f)JH
7･へ
≡
C
l

′･･
に
つ
き

て
り

ひ
た
る
･lt
蛤

･51
紺
火
と
_
じ
き

な
り
｡
沖

満
ftT
は
抽
阿
山
･性
脇
を
推
進

し
て
推
糾
;j
J.で
肺
む
る

山
み
な

･h
J>
'

柑
一
抹を
.
4

分
し

て
∩
然

S
::明
と
八
時

m
旧
柄

と
作
り

て
山
部

分

の
日

払
と
比
■宅
し
'
丈
付
僻
と
分
嘆

と
を
興
れ
る

照明
時

日-1
に
:Ij
き
て
'

■鵬
符
に
滋
etI'あ
｡

･亨

=
十
を
爪
的
L
た
り

｡
勿
冶

封
肘
と
-
て
化
七

倍

を

骨
川
鴨

川ft
n
然
及
び
八
帖
_;
照
明
に

:Ij
き
た
る
も
の
髭
拭
け
た
り
C

而
し
て
株
山

'仙
郷
分
泌

に
引
付

株
を
;
lh
比
較
し
た
る
に

'
新

株

の
部
分
は
外
型

,'的
の
照
明
は

雌

を
よ
し
て
'
株

山
両
部

が
州
九
に

影
辞
す
ろ

叩
無

-

し
て
'

そ
れ
-
T

H
m

…

明
峰
川

の
封
照
株
に

一
放

し
た
り
｡
こ
の

部
は
前
坪
山

･軒
鯵
に
於

て
比
た
る
と
食
-
川
じ

｡
か
-
山
如

き
局
部
的
の
ソ
オ
ー
ト
.ヘ
リ

す
ヂ
ズ

ム
を
起
す
は

'
前
軸

に
於

て
述
べ
L
が
如
く

的物
慨
の
各
部
は
判
臓
的

弼
･'止
什
を

和
し

'
州

九に
榊

地
の
利
か
ざ

る
も

の
と
仰
す

べ
し
｡
開
花
税
毅
は
仙
物
慨
rM
の

･..氷
等
比
の
如
き
成
分
土
山
幽
休
が
或
ソ山
川
･:<
の
状
態

に

越
し
た
ろ
も

山上
す
れ
ば
'
帥
物
冊
,M
の
諮
分
'<
相

川作
に
よ
-

て
ん
の
視
聴
を
拙

明
す
べ
き
な
り
｡

川
'
触
;
L

維

柿
と
梯
唯
斗
柿

と
の
桁
の
っ

オ
ト
ベ
リ

オ

チ
ズ

ム

IS
の
ヮ

ォ
ト
'(
リ
オ
す
Py
ム
に
牌
寸
ろ

H
樽

的

柵

升

､
和
二
郎



桁
の
フ

ォ
ト
.(
リ
オ
デ
ー.ス
ム
に
甲

る
目
板
的
鰍
沢
'
節
二
配

二
八

桁
は
ELL
生
叉
は
晩
生
に
よ
り
て
.
フ
ォ
ト
ペ
リ
オ
ヂ
ズ
ム
杖
勝
山
北
ハる
こ
と
虹
知
の
如
し
.
こ
1
に
柚
端
の
り

生
柿
と
晩
鎌
抑
と
に
つ
き

て
准
験
し
て
繭
者
を
比
較
し
た
る
に
'
北
侮
巡
拝
の
梯
;l
姓
椛
は
照
明
咋
附
に
榊
し
て
は
令
-
小
感
性
な
る
を
札
た
る
と
同
時
に
'
溝
滞
tfL

の
秘
晩
生
和
は
搬
粁
な
る
知
日
什
な
る
を
比
た
り
O
さ
れ
ば
北
恥
泊
の
稲
を
内
地
に
作
れ
ば
日
脚
蒔

糊
に
珊
帥
係
に
し
て
'
そ
の
関
前
の
机

拙
勅
に
退
す
れ
ば
=
拙
す
る
も
の
と
ほ
ろ
べ
く
'
従
っ
て
r<;
地
に
て
は
恰
も
し
目
上
'
中
旬
の
一
件
小
の
帖
も
=

の
叔
き
時
期
に
-;
拙
開
花

L
t
恰
か
も
長
∩
枇
物
な
る
が
如
く
見
ゆ
る
も
'
決
し
て
長
日
に
あ
ら
ず
し
て
'
短
日

に
て
も
同
帖
に
糊
化
し
'
又
自
然
m
明
に
て
も
同
期

な
り
｡
さ
れ
ば
右
槌
小
生
柿
は
フ
ォ
ト
ベ
リ
オ
ヂ
ズ
に
捌
し
て
は
小
川
什
な
-
と
云
ふ
べ
し
｡

叉
基
杓
蕗
の
或
る
桁
は
機
晩
生
に
し
て
t
T門
地
に
て
は
机
轍
貼
れ
'
脱
皮
不
妊
山
乃
め
に
'
経
に
川
楓
を
托
す
に
経
る
も
の
な
る
が
'
之

は
短
日
に
封
し
て
敏
感
に
し
て
'
短

日
な
れ
は
秘
め
て
;l
く
'
関
山
地
力
に
て
八
月
十
円
に
は
川
根
す
る
も
わ
な
-
0
枚

に

秘

晩

強

椛

は

敏

感
な
る
短
日
枇
物
と
云
ふ
べ
-
'
竹

山
の
状
態
に
て
は
;
拙
せ
ざ
る
時
に
'
知

日
に
よ
り
て
机
柑
せ
し
め
柑
る
を
知
る
な
り
｡

捕

一
'
評
者
は
昭
か
t
t
八
年
に
攻
聖
二
項
に
つ
き
て
壮
験
せ
-
0

イ
'
F'.J
夜
肘
明

の開
始
帖
糊
及
び
拙
作
糊
糊
が
'
桁
の
先
宵
'
=;
拙
'
開
花
非
に
結
牡
に
及
ぼ
す
影
辞

p
'
肘
明
時
世
‥虹
閉
じ
-
し
て
'
照
明
を
断
桁
し
た
る
帖
に
'
之
が
桁
の
生
育
'
出
穂
へ
開
花
北
に
結
牡
に
及
ぼ
す
影
鱒

ハ
'
桁
株
が
部
分
的
に
t,父
-
ち
.4
短
日
肘
明
が
他
の
部
分
に
及
ぼ
す
影
啓

三

t.(夜
照
明
拙
作

の時
期
及
び
糊
t川
と
机
稚
拙
延
と

の幽
係
は
攻
の
如
L
o



lウ
一

34LP.67
4
.rJ901日H

l

t
Jf

夜

旧

仙
明

l印

川

叶川
代
糊
糊
へ
五
月
十
二
円
よ
り
山ハ
月
二
十
二
日
迄
)

柿
抑
制
(
五
月
土

TE
)よ
り
仲
秋
後
卜
.<
‖
(
七
月
L
n
)追

捕
抑
期
よ
1､1
七
八
二
十
二
日
蓮

播
抑
糊
よ
･1
八
月
六
日
迄

播
抑
制
よ
り
八
月
二
十

一
口
迄

播
印
判
よ
り
収
椎
期
迄

抑
拙
糊
(
六
月
‥

∴
‖
)よ
り
牧
膿
例
超

し
;
し
日
よ
り
収
推

捌
遥

L
〃
廿
∴
‖
よ
-
枇
杷
糊
蓬

八
月
し

ハ
日
よ
り
収
性
別
造

八
月
廿

7
日
よ
り
収
描
卿
迄

〓
拙
比
延

bE
:J

帖
…L

帖
…し

州
'
末
口
遅
延

二
十

二

二
円
-a
堪

小
出
捜

不
出
拙

.ト
=;
地

下
山

地

小
;
拙
文
は

..
ヶ
月
比
延

‥-
川
目
迎
延

≡
...

ii佃
肘
E
･.γ
一紙
-
ろ
と
き
は
'
;I)
せ

け
は
坪
分
ぶ
-
良
-
'

分
俳
は
小
に
し
て
'
蝶

の
紘
f
jは
沸
-
な
る
｡
丈
川

根

朋

花

が

貼
る
れ

ば
.
之
に
作
ひ
て
紡
41,t
は
.<
･j
と
な
り
牧
他
は
減
す

u

侶
拙

山
前
よ
り
t.:壷

照
明
と
な
す
帖
は
目
地
は
数
日
起
る
1
に
過
ぎ
ざ
れ
ど
'
滋

収
=:肌
は
it
に
減
す
｡

川
'
照
明
咋
川

の
噺
机
と
桁
の
川
根
糊
花
柳
と

の
の
脚
係
は
攻

の
如
し
｡

桁
の
フ
ォ
ト
ベ
リ
オ

.+

.T<
･j
L
J印

て
る
相
伝
凧
仙
升
､
荊
T.戟



梅
の
フ
ォ
ト
.(
リ
オ
ヂ
ス
ム
に
悌
寸
ろ
ば
臓
的
併
読
､
封
二
郎

二百

1

自
然
照
明
と
八
時
川
;
:明
と
を
l
=
し父
H
に
搬
わ
す
れ
は
八
時
糊
付
明
に
祉
き
=;
相
川
花
樹
と
な
り
て
.I+
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